デジタル化の方法

1890年から1932年の間に、観測表の形式には変更が加えられているが、観測表で報告する項目は、以下のとおりである。このうち、視程（空気の透明度）とうねりは、1923年に追加されたものである｡　なお、このほか、海水の比重、潮流といった、現在では、報告対象となっていない項目も、当時は観測表にて報告されていた。

報告項目: 日時，位置，風，気圧，気温（乾球・湿球），雲，天気，波浪，海面水温，視程，うねり

デジタル化に際しては、まず、マイクロフィルムに収録されている観測表を紙に焼き付ける。手書きの観測表をパンチ作業ができるようにコーディングした後、キー入力し、観測表に記述されている全ての情報が保存される中間ファイルを作成する。これを、世界気象機関（WMO）の海洋気候概要計画（MCSS）で、篤志観測船舶による海上気象観測データの国際交換に用いられているIMMT-1フォーマットに変換する。IMMT-1に変換されたデータは、MCSSで定めている品質管理ミニマムスタンダードに従った品質管理が施され、その結果がIMMT-1に従ってフラッグとして付加されている。

品質管理の際には、各船舶毎に航路をチェックしている。各気象要素について、ありうる観測値の範囲によって、フラッグが付加されるが、さらに、海面水温、海上気温、露点温度については、気象庁の平年値（気象庁,1993）を参照している。

各データに関する注意事項は以下のとおりである。

海面水温，気温，露点温度:

観測は摂氏または華氏で報告されており、IMMT-1に変換する際に、すべて摂氏に変換した。この3要素については品質管理ミニマムスタンダードにより「正しい」となったものについて、さらに、気象庁の平年値・標準偏差と比較し、観測値の平年値からの差が標準偏差の3倍を超える場合には、「疑わしい」とした。この平年値は、北太平洋域（equator-70°N,100°E-80°W）において、1961年～1990年の船舶データをもとに月毎、緯経度1度桝目毎に求められている。平年値、及び標準偏差の定められていない桝目については、この品質管理は、適用されない。

なお、海面水温の観測方法については、船舶気象観測指針を参照すると、ｲﾝﾃｲｸ法は昭和31年の船舶気象観測指針（中央気象台,1956）に初めて記載されており、本CD-ROMの資料についてはすべての観測はバケツ採水によって行われたと考えられるが、バケツの種類も含めて、詳細は不明である。このため海面水温の観測方法については空欄とした。

気圧:

水銀気圧計もしくはアネロイド気圧計が使用されている。観測表には、海洋観測法（海洋気象台,1921）に則り、器差補正、重力更正、温度更正をした値が記述されているものとして処理した。報告は(inchHg)もしくは(mmHg)でなされているが、IMMT-1に変換する際にすべて(hPa)に変換した。また、その際、気圧計高度の記載されていた船舶のデータについては、高度補正を行った。

風:

目視により旧ビューフォート階級で報告されており、変換表にもとづき、海上10(m)の高さの風速(m/s)に変換した。風向は、32方位で報告されており、36方位に変換した。

波浪，うねり:

方向と階級が報告されている。変換表にもとづいて、32方位から36方位へ、高さの階級は(ｍ)に変換した。
雲:

当時と現在の船舶気象観測指針を元に作成した変換表にもとづき、現在のWMOコードに変換した。

天気，視程:

今回配布するIMMT-1フォーマットのデータにはふくまれていない。

観測所種別:

船舶ではあるが､現在の篤志観測船舶の甲乙丙種の別に記載することが適当でないため、0（不明）とした。

船舶呼出符号:

コールサインは不明のため、年毎に船舶に船舶名のアルファベット順に通し番号を付けて、西暦の下二桁と整数3桁の通し番号からなる整数5桁を記入した。例えば、1890年の船舶については、90001から90036まで、1925年の船舶については25001から25241までとなっている。
WMO国籍コード:

日本であるため、JPが記載されている。
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